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編集後記 飯野文夫／萩原敏美／九鬼眞澄／松嶋淑恵／八木橋祐香子

　編集会議真っ最中の頃、#KuToo運動が話題になったり、テレビドラマのなかで男
子高校生がスカートをはきたいなんてシーンがあったり。今回のテーマに通じるもの
を感じました。シェアリングの発行月がホットな８月に変更になり、新たな気持ちでホッ
トな話題を届けられたらと思っています。

　今年の梅雨は長かったのかな？日照不足で作物に影響が出ているとの報道を聞き
ます。その時期に手に入る野菜などで料理するのも楽しみですね。一度は料理教室を
してみたいです。ちなみに唐揚げの下味に乳酸菌飲料を少々使うといいですよ（笑）

　中学校や高校において、男子生徒の必修科目に家庭科が加わったのは平成5
年から平成6年のことです。それまでは、家庭科が必修科目だったのは女子生徒
だけでした。
　私が中学生だった時はちょうどその頃で、周りでは「高校でも家庭科が必須科
目になるので、家庭科の先生が足りなくなる」と言われていました。料理をするの
が好きだったこともあり、私は家庭科の先生になるため家政（家庭科）を学べる
大学の受験を志望しました。しかし、野球部だった私がそう言うのを担任の先生
が真剣に取り合ってくれず、理工学部の大学に進学することになりました。当時
の先生は、家政科は女子が行くのが「あたりまえ」だと考えていて、まさか男子が
家政科に進学したがるなんて思ってもみなかったのでしょう。
　大学在学中は下宿で一人暮らしだったため、ほぼ３食自炊で生活しました。パ
スタのレシピが載った雑誌を買った時には、１ヶ月毎日パスタを食べていたこと
もあります。また、華道をやっていた母の影響からか、私も見よう見まねでお花を
生けてみたり、卒業生の女子達に生花でコサージュを作ってあげたりしました。
　就職は、自分の希望の職種には就けませんでしたが、趣味が料理であることと
実家が農家ということで、飲食店を持つことができました。でももし、大学進学の
とき男女の偏見なく家庭科の道に進んでいたら、また違った楽しい生活があった
のかも（笑）
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シェアリング編集委員の体験談
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～わかちあい～

タイトル由来 みんなが“わかちあう”大切さを持って、男女が協力しながら、男女共同参画社会をつくっていけたらとの願いが込められています。
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これって「あたりまえ」??



これって「あたりまえ」??

あなたにも
こんな経験ありますか？

きまりやイメージの「あたりまえ」とは
どんなことでしょう？

それが「あたりまえ」だと困るのは
どんな人たちで、

どうしたら解決するでしょう？

　就職活動を始めました。
　会社説明会や面接で着るために、リクルートスー
ツを買おうと思います。
　普段はスカートよりもズボンをはくことが多いの
で、パンツスーツを選びました。でも、「女性はスカー
トの方が無難だ」とか、「女性の靴は、かかとが高い
ものを履くのがマナーだ」とか、いろいろな話が耳
に入ってきて悩んでいます。
　もちろん、面接では良い印象を持たれたいけれ
ど、服装のあたりまえって何で決まるのでしょうか。

　レストランで働いています。
　小さいお子様用に、水色とピンク色の取り分け皿
を用意しています。ある男の子が来店した際、いつ
もと同じように取り分け皿をもっていきました。する
と、お母さんから「どうしてピンクなのですか。この
子は男の子です。違う色にしてください」と言われま
した。その日はお店が混雑していたこともありピン
ク色のお皿しか残っていなかったので「申し訳ござ
いません。この色のお皿しかお出しできるものがご
ざいません」とお伝えしました。
　「男の子は水色で、女の子はピンク色」というイ
メージが強いのかな？

　男性の保育士や看護師、女性の消防士や運転士
などを見かけることがあります。昔は保母や看護婦
など、性別のイメージが固定されている職種も多
かったのですよ。　
　若い女性社員は個人の能力に関係なく、男性と同
じ仕事はせずお客さんや他の社員にお茶を淹れた
り、コピーを取る雑用係をしていた時代もありました。
　当時は、何の抵抗もなかったし、「なぜ？おかしい
な？」とも感じませんでした。思えば、「時代の流れ」
だけでは済まされないことでした。
　今は男女雇用機会均等法（昭和61年施行）があ
り、男女の区別なく、自由に職業が選択できる時代
になってきているのは良いことですよね。

　私の友達のAさんは、男の子として生まれたけど
女の子として生活することを望んでいて、中学生に
なってからは女子の制服を着て通っています。　
　友達のＢさんは、電車で盗撮されそうになったこ
とがあって、制服のスカートを履いていくのが嫌な
んだと言っていました。　
　私は男がズボン、女がスカートの制服を着ること
について何も考えないで過ごしてきたけど、「あた
りまえ」だと思っていたことが「あたりまえ」じゃない
のかも？

服装の「あたりまえ」って？

男の子の色？ 女の子の色？

働き方は性別では決められない？

それぞれ違っていいんじゃない？


